
【取組内容④】生徒指導・教育相談にかかる情報の収集と共有化

久喜市立久喜南中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-７

〔内容〕

・GoogleFormsを活用して「心のアンケート」（生徒対象）を年に１０回、「学校生活についてのアンケート」

（保護者対象）を年に２回実施。回答結果（スプレッドシート）は本校教職員内で即時共有し、対応を記載。

・生徒指導や教育相談において、教職員が個別の生徒に話を聞く場面では複数対応とし、一人の教職員が聞き取りの内

容等をドキュメントにその場で記録。

・生徒指導委員会（週に１回開催 教育相談委員会を兼ねる）での記録はスプレッドシートで行い、個別の案件の記録

等（ドキュメント）をリンクで貼付。生徒指導委員会の記録は、全教職員で共有。

〔 ◯成果、△課題 〕

◯生徒指導・教育相談にかかる情報を全教職員が即時に共有でき、対応が速やかにできる。

◯アンケート結果に個別の対応についても記載することで、担当者や管理職の確認・見届けができる。

◯生徒指導等の記録をその場で行うことで、教職員の事務処理の時間を軽減できる。


